
一般社団法人ダム工学会・一般社団法人日本大ダム会議共催 

第 48 回ダム現地見学会のお知らせ 

                 
（一社）ダム工学会・（一社）日本大ダム会議との共催で「第 48 回ダム現地見学会」を開催し

ます。会員多数のご参加を頂きたく、下記のとおりご案内いたします。 
今回は、ダム再生事業が進められている早明浦ダム（水資源機構）を見学します。早明浦ダム

再生では、洪水調節能力向上のため、大容量の高圧放流設備 3 門を堤体に増設する工事が実施さ

れています。 
この工事では、ダム運用を継続しながら施工

を実施するため、鶴田ダム再開発事業で開発さ

れた浮体式上流仮締切をさらに改良を加えた最

大規模の上流仮締切を採用、大空洞の堤体削孔

を安全かつ迅速に施工、増設放流設備専用の減

勢工レイアウトなどの技術的特徴があります。

また、施工ヤードとなる平場が非常に少ない地

形おいて、仮設備や工事用道路を効率よくコン

パクトに配置している点も見どころとなりま

す。                   （https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/saisei/saisei_img3.html） 

 
ダム再生は、これからの国内ダム事業の中心となるものと予想されます。ダム再生では、その

特殊性からこれまでのダム新設工事では使用されない多くの新技術が開発され、導入されていま

す。今回の見学会は、最大級である早明浦ダム再生において導入されている数々の技術を実際に

見学し、学習する貴重な機会であると考えます。さらに、施工現場見学に加えて、増設放流管の

設計および上流仮締切の設計・製作の担当者から設計の要点、施工者からはダムを運用ながらの

施工計画、仮設備計画の要点や、新たな導入した新技術などについて講演をいただき、ダム再生

技術をより深く理解するためのプログラムも予定します。 
これまで当見学会は、発注者、ゼネコン、コンサルタント等、様々な所属の方にご参加いただき、

日頃の垣根を越えて、親睦を深めていただいております。今回も、多くの方のご参加を、心よりお

待ちしております。 
なお、本見学会は、（公社）土木学会の CPD 認定プログラムとして開催予定です。 

  

https://www.water.go.jp/yoshino/ikeda/saisei/saisei_img3.html


記 
 

1．開催日：令和７年 11 月 27 日（木）～28 日（金）（1 泊 2 日） 
 
2．見学予定ダムの所在地、目的、貯水池及びダムの諸元、事業者、管理者等 

 早明浦ダム 

所在地 左岸：高知県長岡郡本山町大字吉野 
右岸：高知県土佐郡土佐町大字中島 

目的  洪水調節、不特定利水、灌漑、上水道、工業用水、発電 

型式 重力式コンクリートダム 

流域面積 472 km2 

総貯水容量 3億 1,600万 m3 

堤高 106.0ｍ 

堤頂長 ４００ｍ 

堤体積 1,200千 m3 

事業者/管理者 水資源機構 

着工／竣工 1963着工／1975完成、再生 2018着工／2028完成（予定） 

 

3．募集人員 ：38 名（ダム工学会と日本大ダム会議の合計数） 
 
4．集合・解散： 11 月 27 日（木）13：00  高知空港 集合 

11 月 28 日（金）15：00  高知空港 解散 
 
5．行程 ：（見学コースおよび予定時刻は、今後変更する可能性があります。） 
   ≪11月 27日≫  

   羽田発 JAL493便 11:00着、ANA563便 12:45着 

13：00  高知空港集合・発 大型バス１台にて移動 

14：30 現場着 

講義(事業者による事業説明、上流仮締切の設計、増設放流設備の設計、 

増設放流設備の施工)、工事ビデオ、質疑応答を含む 

17：00 現場発 

18：30 ホテル着 

19：00 懇親会 

【宿泊施設】 

西鉄イン高知 

〒780-0822 高知県高知市はりまや町 1-1-3 

TEL:088-875-5454 

≪11月 28日≫ 

08：00 ホテル出発（朝食は 7：00～、大型バス１台にて移動） 

09：30 現場着 

   現場見学（堤体削孔、減勢工、仮設備、上流仮締切、放流管組立ヤードなど） 

   （現場近くで昼食） 

13：30  現場出発 

15：00 高知空港着・解散（JAL496便 16:00発、ANA568便 16:25発） 



 

 

6．携行品：動きやすい服装・靴でお願いします。雨天の際は傘等もご用意下さい。 
長靴、雨具等の用意はありません。 
現場は冷え込むことが予想されるため、各自で防寒着の用意もお願いします。 

 
7．参加費：宿泊費・車両借上げ費・郵便料等募集経費・保険料等実施諸経費、他一切 

               日本大ダム会議会員、ダム工学会会員              30,000円 

        ダム工学会賛助会員（１口につき１名は会員と同額とします）      30,000円 

       非会員                             32,000円 

       学生 （バス代・保険料他。学生の宿泊費は徴収しません｡）      5,000円 

    ※１ 参加会費についての問い合わせ等は現地見学会事務局佐藤までお尋ね下さい。 

※２ 請求書、内訳書、領収書が必要な場合は事務局にご請求下さい。 
※３ 賛助会員は、建設会社 33 社、コンサルタント 16 社、公益法人 3 団体です。 

       賛助会員の口数については、所属企業にご確認下さい。 

 
8．申込締切：11 月 14 日(金)（締切日までに定員に達した場合は、その時点で受付終了） 

締切日以後の参加取消は出来ません。他の会員との交替参加をお願いします。 
 

9．申込先 ：〒104－0032 東京都中央区八丁堀 2－8－5 
       戸田建設(株) 本社営業統轄事業部 土木技術営業部 ダムグループ長 佐藤宛 
          電話 090－8729－6058  FAX 03－3535－7252 

E－mail：kouji.satou@toda.co.jp 

 

10．申込方法：(1) 参加希望者は、別紙申込用紙に記入し、E－mail で申し込んで下さい。 
(2) 会費振込先：みずほ銀行銀座中央支店 普通口座 1409501 

               口座名義 ダム工学会現地見学会（申込手数料は払込人負担） 

(3) 入金確認し、参加者が確定したら名簿をメールにて配布します。 
(4) 受付の際は、メールした名簿の番号と名前を事務局に伝えてください。名札入

れを渡しますので、名刺を入れてください。名刺のない方は申込時に記載して

ください。 
(5) 参加費の領収書は、27 日ホテル到着後に、ルームキーと一緒に渡します。 

(6) 参加者は、原則としてダム工学会会員としますが、非会員も可とします。 

申込み後の交代は、会員ならば可とします。 

 

11．お願い ：今回の見学会の参加募集については、ダム工学会ホームページ及び各事業所のダム工

学会会員連絡担当者への本案内送付によりお知らせいたします。 
連絡担当者は、本見学会開催について、ダム工学会ホームページを参照いただきま

すよう、各事業所の会員に電子メールでの周知をお願いいたします。 
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